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1．はじめに
日本語の論説文においては、筆者の意見を表す「～と思われる」、「～と
考えられる」等の自発表現（1）が多用される。だが、中国語を母語とする日
本語学習者は、レポートや卒業論文等の文章作成時に「～と思う」等の能
動表現を使用し、自発表現を十分に使用できないことが多い。以下は、中
国語を母語とする日本語学習者が書いた論文から収集した例である。
（1）台湾人日本語学習者が擬音語・擬態語を学習する時、次の困難点
があると思う（2）。（台湾・大学院生・20代・女性）
（2）教科書や教育現場での説明不足により、「わけだ」の意味機能が
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十分に説明されず、より詳しい文法解析と練習のやり取りが必要
だと想定する。（河南省・大学院生・20代・女性）
（1）、（2）の下線部のような表現を用いると、論文筆者の主観的判断が前面
に感じられ、論文として不自然な印象を受ける。下線部を自発表現に改め
た方が、論文にふさわしい表現になると思われる。（1）、（2）を改めると、以
下（1）’、（2）’のようになる。
（1）’台湾人日本語学習者が擬音語・擬態語を学習する時、次の困難点
があると思われる。
（2）’教科書や教育現場での説明不足により、「わけだ」の意味機能が
十分に説明されず、より詳しい文法解析と練習のやり取りが必要
だと想定される。
中国語を母語とする日本語学習者が、自発表現ではなく能動表現を多用
する理由としては、まず、自発表現が論説文で使用される理由が、十分理
解されていないことが考えられる。また、論説文における表現形式が、日
本語と中国語では、異なることが推測される。
以上の2点を明らかにするために、本研究ではまず、自発表現が論説文
で使用される理由について考える。続いて、日本語の論説文から自発表現
の用例を収集し、対応する中国語表現を調査し、日本語と中国語の表現の
相違点を追究する。最後にその結果を踏まえ、日本語学習者への指導法を
提案する。
2．論説文で自発表現が使用される理由
自発表現について、杉本（1988：217）は、以下のように述べている。
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焦点を大きくとれば自発は無意志表現の一種である。より厳密に
言えば、自発は無意志化表現である。意志によって制御されてしかる
べき人の動作・心的作用が制御されずにひとりでに生じてしまう事態
を表す。
また、森田（2002：210）は、「外の情勢から、
れる」と述べ、（3）の例文を挙げている。
自ずとそのように思わ
（3）どうも機は遭難したものと考えられる。（森田2002：209）
以上の点から、日本語の論説文において、自発表現が使用されるのは、
根拠のない断定を避け、「論を進めれば自然と～という意見になる」、「～
という意見になるのが自然だ」（3）ということを表現するためであると考え
られる。日本語学習者への文章作成の指導の際には、この点をまず説明し
ておく必要がある。
以上、日本語の論説文において、自発表現が多用される理由について述
べた。次節では、日本語の論説文中の自発表現の用例の、中国語との対応
関係について検討する。
3．自発表現に対応する中国語表現
3－1．調査方法及び調査対象
本節では、日本語の論説文中の自発表現に対応する中国語表現を調査し
ていく。調査対象として、日本語を原文とし、中国語訳を持つ論説文か
ら、自発表現の用例を収集した。用例を論説文からのみ収集したのは、そ
こで使用されている自発表現が、文章作成時に使用される用法と同様であ
ると判断したためである。
以下は、用例を収集した論説文の出典であり、［］及び《》内に1文
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字が記されているのは、各出典の略称である。下記のうち、「日本経済の
飛躍的な発展」、「心の危機管理術」、「近代作家入門」、「日本列島改造論」
は、北京日本学研究センター（2003）『中日対訳コーパス』第一版による
ものである。
［日］『日本語新版』（上）（下）金田一春彦（1988）岩波書店
《日》《日i吾概悦》播鈎訳（2002）北京大学出版社
［森］『森の日本文化縄文から未来へ』安田喜憲（1996）思索社
《森》《森林日本文化之母》藥敦迭、郭利明訳（2002）
上海科学技木出版社
［飛］「日本経済の飛躍的な発展」
《聴》《日本姪済的騰rε》
［危］「心の危機管理術」
《哲》《順庇自然的生存哲学》
［列］「日本列島改造論」
《列》《日本列島改造恰》
なお、中国語では主節と連体修飾節ではテンス・アスペクト表現が異な
るため（4）、ここでは主節部分に使用されている用例のみを取り上げる。ま
た、否定文や、「テイル」以外の表現が併せて使用されている用例は、調
査の対象外とした（5）。
3－2．収集用例に対応する中国語表現
植田（1998）では、自発表現が使用される動詞を、「感じる、思い出す、
惜しむ、案じる等」の「感情・心情を表す動詞」と、「思う、考える、想
像する、推定する」等の「思考・判断を表す動詞」に大別している。本研
究ではこの分類に従って分析する（6）。
調査資料からは、「感情・心情を表す動詞」の用例が14、「思考・判断
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を表す動詞」の用例が71収集された。また、後者のうち48例は、引用の
助詞である「と」と併用されていた。論文では「～と思われる」等の「～
と～」の形式で用いられることが多いため、本研究では「思考・判断を表
す動詞」のうち、「～と～」の形式で用いられている例を分析する。
中国語への訳され方は、「“被”構文」、主語の明記されている能動文（以
下、「能動文1」）、主語が省略されている能動文（以下、「能動文2」）、
「慣用表現・固定表現」、自発表現に対応する部分がないもの（以下、「該
当表現なし」）、「意訳」の6つのパターンに分類された（7）。
【図1】「と」と併用の「自発表現」に対応する中国語表現
16
14
??2
1086420“被”構文能動文1能動文2慣用表現なし 訳意
【表1】「と」と併用の「自発表現」に対応する中国語表現
中国語訳
摘要 “被”構文 能動文1 能動文2 慣用表現 該当表現なし 意訳 合計
用例数 2 15 8 2 15 6 48
％ 4．2 31．3 16．7 4．2 31．3 12．5 100
【図1】及び【表1】を見ると、「と」と併用されている自発表現は、中
国語では、「能動文1」が15例（31．3％）、「能動文2」が8例（16．7％）、
「該当表現なし」が15例（3L3％）というように、「能動文1」、「能動文
2」に訳されるか、該当表現が省略されて訳されることが多いことがわか
る。また、「能動文1」と「能動文2」の合計は23例（47．9％）であり、
半数近くが能動文に訳されていることになる。以下、特に用例の多く収集
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された、「能動文1」と「該当表現なし」について、分析していく（8）。
3－3．「能動文1」に対応する中国語表現
まず、「能動文1」に対応する中国語表現について検討する。
（4）アジア経済が伸びた直接のきっかけは、日本と中国にあると思わ
れる。［飛］
（4）’我杁力亜洲姪済能鰺友展的宜接原因迩是在干日本和中国。《聴》
（5）もし、国内で行われているパーセントを分母とし、国外で行われ
ているパーセン，トを分子として分数を作ったら、世界の国語の中
で日本語ぐらい零に近い値を示すものはないと思われる。［日］
（5）’如果以国内使用的人数比例作分母国夕卜使用的人数比例作分子杓
成分数的一活，我想世界各国悟言当中，再也没有像日悟逮祥星示出
接近零値的悟言了。《日》
（6）世の中、すべて因果応報、自分のまいたタネは手の自分で刈るよ
りほかはないと思われる。［危］
（6）’我不禁感到：人世同的一切都貫穿了“因果振庫”的道理．自己科
下的苦果，只有自己去呑咽。《哲》
（4）’～（6）’は、「能動文1」に訳されている例である。すべて主格を表
す“我”（私）が補われ、能動文となっている。（4）’は“我杁力”（私は
～と思う）、（5）’は“我想”（私は～と思う）という、能動文に訳されて
いる（9）。（6）’も能動文であるが、“不禁”（思わず～にはいられない）、“感
到”（感じる、思う）という表現が使用されており、“我不禁感到”（私は
～と感じずにはいられない）となっている。「～と思われる」を、書き手
の判断とは解釈せず、「自然にそのような感情に流された」ものとして、
自発表現を中国語に反映させたものと思われる。
ここで、日本語と中国語の、思考及び判断を示す表現の相違を検討す
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中国語を原文とし、日本語に訳されている用例との比較を試み
（7）迭杢封面不知是由’准人没汁的，但我杁力官扱好地表現出了旅法中
共党員和青年団員伯的夙貌和汽贋。《我的父素ヌβ小平》
（7）’誰がデザインしたのか私は知らないのだが、在仏中共党員、青年
団員の気風をよく伝えていると思う。「わが父・登区小平」
（8）可是，我想大多数的日本人同我一祥，対干遠丙杢人，均是一元所
知。《中日巡鴻》
（8）’しかし、多くの日本人は私同様、この2人に関して、なにも知ら
ないと思う。「日中飛鴻」
（9）他伯自称去克魯検市工作。我杯疑他伯是去打工。
《我的父条ヌ5小平》（9）’クルーゾ市に仕事にいくというが、肉体労働ではないかと思われ
る。「わが父・都小平」
（10）我坊向吋的丙届在校学生如今已単並十多年了。借汁他伯現在都工
作在経菅与研究升友的第一銭。《中日一覧鴻》
（10）’私が訪問したとき、（シンセン大学に在籍していた）1期生、2
期生は今、卒業してほぼ10年、ビジネスや研究開発の最前線に
いると思われる。「日中飛鴻」
（11）新険神的登台亮相使日本的保除変得夏奈起来，預汁今后込会更加
夏染。《中日rε鴻》
（11）’新商品の登場で日本の保険は複雑になり、今後ますます複雑に
なってゆくと思われる。「日中飛鴻」
（12）対李明瑞，我佃当然不好悠祥込存幻想，但是現在，在左江我伯主
覗的力量迩不鰺赴走他，而以力哲吋利用他的銭索去友劫其下屠群
森工作也不是不可以的。《我的父茉祁小平》
（12）’われわれは当然ながら、李明瑞に対していかなる幻想も持つべき
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ではない。しかし現在思料するに、左江のわれわれの力量は李を
追放するまでには至っていない。それにしばらくは李の敷いた
ルートを利用し下層大衆に対する工作を行なうこともできると思
われる。「わが父・登β小平」
（7）～（9）は主語が明示された能動文、（10）～（12）は主語が省略された能動文で
あり、（7）～（12）は、構文的にはすべて能動文という同一構造だと考えられ
る。しかし、（7）、（8）と、（9）～（12）は、使用されている動詞が大きく異なって
いる。
（7）は“我杁力”（私は～と思う）、（8）は“我想”（私は～と思う）が使用
されている例である。いずれも、書き手の判断が明確に文中に表されてい
る。日本語訳も、「私は～と思う」と、主語である「私」を明示した形の
能動文となっている。
（9）～（12）は、日本語訳が「～と思われる」とされている用例である。中国
語の原文を見てみると、（9）は“我杯疑”（私は～と推測する）、（10）は“借
汁”（推定する）、（ll）は“預汁”（見通す）という動詞が使用されている。
いずれも、断定の度合いが低い表現である。（12）の“以力”は、“杁力”と
ほぼ同義で「思う、考える」の意味であるが、“以力”の方が、控えめな
判断を表すという点で異なる。
中国語では、書き手の判断を示す際は、主語の“我”を明示するととも
に、動詞“杁力”や“想”が使用されることがわかる。
（13）「が」と「は」は、一般に、ともに主格を表わす助詞と考えられて
いる。［日］
（13）’“が”和“は”二懸同是表示主格的助洞。《日》
（14）このような知識集約型の工業立地は、高度な技術者を必要とする
だけに都市集積とは切離せない。そのため国際貨物空港と臨空港
工業地帯の候補地は太平洋ベルト地帯、とくに伊勢湾か駿河湾が
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候補地と考えられている。［列］
（14）’一般杁力，充分這用人美智慧和知枳的工並地区，需要高級技木人
員，因此，与城市的集結不能分升，国防貨物机場和机場附近工並
地区的理想地点，以太平洋滑岸地区，特別是伊勢湾和駿河湾力
宜。《列》
自発表現に「テイル」がつくと、書き手以外の一般の意見が表され
る（11）。（13）、（14）はその例である。中国語では“一般被看作”（一般に～と見
なされる）、“一般杁ガ’（一般に～と思われる）のように、“一般”を明示
しており、原文で一般の意見が述べられていることを訳に反映させてい
る。
3－4．r該当表現なし」の用例
続いて、自発表現が、中国語訳に反映されていない用例を検討する。
（15）そこであの熱いのは「湯」だ、この冷たいのは「水」だ、と区別
したものと想像される。［日］
（15）’干是，他佃就把熱的口嘱故“湯”，把涼的明倣“水”，以示区別。
（16）人々はブナ林に囲まれて、ヒシの実を採ったり、ドングリ類を採
集し、狩猟を行っていたと思われる。［森］
（16）ン在水青図森林圷続的居住地，人伯采摘菱角或橡桝美果宴，井夕卜出
狩猪。《森》
（17）近世中頃以降の綿などの商品作物の導入は、林地の荒廃に拍車を
かけたとみられる。［森］
（17）’近代中期以后，棉花等商品作物的引遊加速了林地的荒莞。《森》
（15）’、（16）’、（17）’は、自発表現に該当する表現が見られない、
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なし」の例である。（15）’～（17）’を日本語にすると、（15）’は、「そこで、か
れらは熱いものを「湯」、冷たいものを「水」と呼んで区別したのであ
る。」、（16）’は、「ブナ林に囲まれた居住地で、人々はヒシの実やドングリ
類を採集し、狩猟を行っていた。」、（17）’は、「近世中期以降、綿などの商
品作物の導入が、林地の荒廃を加速させた。」となる。いずれも、日本語
の原文に記されている、書き手の判断を表す（15）の「～と想像される」、（16）
の「～と思われる」、（17）の「～とみられる」という自発表現は、中国語の
訳に反映されておらず、単に事実のみを述べる文となっている。これは、
訳者が自発表現を、形式的に付加された表現とみなしたのではないかと思
われる。すなわち、自発表現は、実質的には意味を持たず、訳に反映させ
る必要がないと判断したためであると考えられる。
3－5．「～と思われる」、「～と考えられる」に対応する中国語表現
収集した用例のうち、書き手の判断を述べる表現として使用される、
「～と思われる」、「～と考えられる」の用例数は29で、「と」と併用され
ている「思考・判断を表す動詞」の約60％を占めていた。その使用頻度
が高いことがわかる。
【図2】「と思われる」、「と考えられる」に対応する中国語表現
?????????ー??
能動文1 能動文2 なし 訳??
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【表2】「～と思われる」、「～と考えられる」に対応する中国語表現
中国語訳日本語表現 能動文1 能動文2 該当表現なし 意訳 合計
思われる 8 0 12 2 22
考えられる 4 2 0 1 7
合計 12 2 12 3 29
％ 41．4 6．9 41．4 10．3 100
中国語への訳され方は、【図2】及び【表2】の通り、「能動文1」と
「該当表現なし」に大別される傾向がさらに顕著であった。また、「能動
文1」に訳されている場合、その訳は“我杁力”、“我想”等となってお
り、訳はほぼ固定的なものであった。
3－6．分析とまとめ
以上、「と」と併用されている「思考・判断を表す動詞」の自発表現に
対応する中国語表現を見てきた。自発表現は、主格を明示した能動文、あ
るいは該当表現なしという形で訳される場合が多いことがわかった。こと
に、論説文で書き手の判断を述べる際には、主格である“我”を明示する
ことが多いことが明らかとなった。これは、基本的には書き手を明示しな
い、日本語の論説文とは、表現形式が大きく異なる点である。
なお、書き手の判断を示す表現として頻出する、「～と思われる」、「～
と考えられる」は、“我杁力”、“我想”のように、中国語訳も固定化して
いた。日本語でも中国語でも、固定化したフレーズであると考えられる。
以上、日本語の論説文中の自発表現の用例と、中国語表現との対応状況
について分析した。次節では、これらの結果をふまえ、中国語を母語とす
る日本語学習者への指導について考える。
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4．日本語学習者への指導法の提案と今後の課題
日本語の教科書では、自発表現に関しては、初級後半に提出されるもの
の、「見える」、「聞こえる」等の知覚動詞が中心で（12）、「思う」、「考える」
等の「思考・判断を表す動詞」についての使用法が説明されているのは、
中上級用の教材である（13）。論作文の書き方を説明する教材においては、
自発表現が論作文で使用される理由が示されているものもあるが、その使
用例としては、「～と思われる」、「～と考えられる」等、使用頻度の高い
例を示すにとどまっており（ゆ、これだけでは不十分であると思われる。
中国語を母語とする日本語学習者への、レポート、論文等の作成指導に
際しては、まず、自発表現が論説文に使用される理由を理解させる必要が
ある。自発表現は、個人の主観による結論や、根拠のない判断をさけ、客
観的に分析した結果、そのような結論が導かれたことを示す表現であるこ
とを説明する。
書き手の判断を表す「～と思われる」、「～と考えられる」等、論説文に
頻出する表現は、固定化したものとして提示することも効果的であるが、
それに加え、「推定する、推測する、想定する、解釈する、判断する（15）」
等の「思考・判断を表す動詞」を、一覧表にして提示することも有効であ
ると考えられる。学習者にこれらの動詞を用いて文作りをさせたり、学習
者のレベルによっては、逆に、敢えて動詞は提出せず、「思考・判断を表
す動詞」にはどのような動詞があるのかを考えさせる、という指導法も考
えられる。
続いて、日本語と中国語の、表現形式の相違についての説明も必要であ
る。中国語では、書き手の判断を示す際、主語を明示した能動表現を用い
る。それに対し、日本語では、自発表現が多用されることを説明する。表
現形式の相違を認識させることで、日本語での文章作成の際、能動表現を
用いるという誤用は大幅に減少するものと思われる。自発表現が使用され
ている論説文を教材として使用し、日中対訳を示し、日本語と中国語の表
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現形式の相違を解説する、という指導法が効果的であると思われる。今回
の用例収集の調査対象とした『日本語新版』（上）（下）（16）は、日本語に
ついて幅広く論じている内容であるため、教材としても使用できる。
今後は、上記の指導案を教育現場で実践し、その効果を確認していきた
い。また、さらに多くの資料からより多くの用例を収集し、データを充実
させていきたい。
【注】
（1）石黒（2004）のように、「～と思われる」、「～と考えられる」等を「自発表
現」ではなく「モダリティ形式」であるととらえる説もあるが、本研究では「自
発表現」として扱う。
（2）例文中における下線は全て筆者が記したものである。
（3）浜田ほか（1997）P3を参照。
（4）木村（1982）は、「時間に関して無標unmarkedの動詞述語は、主節において
は、一般に未然の動作・作用を示す傾向にあるが、連体修飾節にあたっては、事
情が逆転して、それは已然を指す傾向が強くなる」と述べている。詳細は木村
（1982）P28を参照。
（5）「ノダ」、「テクル」等、他の表現が付属して使用されている例は、自発表現部
分以外の要素が中国語訳に反映されてくる可能性が高いため、分析対象外とし
た。なお、中国語訳には過去の標識が表されないため、過去を表す「タ」が付属
しているものについては、分析対象として扱っている。また、「テイル」は書き
手以外の一般の意見を示す場合が多いため、分析対象としている。
（6）植田（1998）P111を参照。
（7）本研究における中国語の文法用語は、刻ほか（1991）による。「“被”構文」
とは、中国語の受身のマーカーである“被”または“明”、“姶”等の介詞（日本
語の助詞にほぼ相当）が使用されている、受動文のことである。
（8）能動文とは、動作の主体に焦点が置かれた、「主語＋動詞＋目的語」の語順と
なっている文である。「能動文2」は、その主語が省略されているのみで、構文
的には「能動文1」と同様と考えられるため、本研究においてはその用例の分析
例は取り上げない。
（9）“杁力”及び“想”は、いずれも「思う、考える」と訳されるが、“想”が感想
から意見を述べるに至るまで、広く使用されるのに対し、“杁力”は、意見や判
断を述べる際に使われ、論説文等で使用されることが多い。
（10）《我的父条邪小平》、「わが父・登区小平」、《中日巡鴻》、「日中飛鴻」は、北京日
本学研究センター（2003）『中日対訳コーパス』第一版によるものである。いず
れも日本語では「～である」という常体に訳されているため、比較対象として取
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り上げた。
（11）森田（1977）P473を参照。
（12）スリーエーネットワーク（1988）『みんなの日本語』の27課、鈴木・川瀬
（1981）『日本語初歩』の23課、国際学友会日本語学校（1994）『進学する人の
ための日本語初級』の6課を参照。
（13）友松ほか（2007）『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』P416を参照。
（14）浜田ほか（1997）P3を参照。
（15）「思考・判断を表す動詞」の用例は、佐藤・仁科（1997）P64を参考にした。
（16）『日本語新版』（上）（下）の詳細については、本稿P72の3－1「調査方法
及び調査対象」の用例出典一覧を参照。
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